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日立諾特許

情幸艮処理装置におけるアドレス変換装置

従来,複数のVM(仮想計算機)を一

つの計算機で走行させる仮想計算機シ

ステムでは,各VMはそれぞれ自己の

メモリ(レベル2 メモリ)をもち,各

VMのOSはそれぞれのメモリ をベー

スにした仮想メモリ(レベル3メモリ)

を生成している｡一般にレベル3メモ

リアドレスからレベル2メモリアドレ

スへの変換,レ/ヾル2メモリアドレス

からレ/ヾル1メモリアドレス(実アド

レス)への変換は,それぞれの変換テー

ブルによっており(2段アドレス変換

と呼ぶ｡),ときにはシャドウテーブル

によりレベル3メモリアドレスからレ

ベル1メモリアドレスに1回で変換す

ることもある(図1)｡しかし,2段階

のアドレス変換,又は手数のかかるシ
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図l アドレス変換の階層

ヤドゥテーブルのメンテナンスのた

め,高速動作が望めなかった｡

本発明は,これらの変換の際に変換

前のアドレスに各VMごとに定まる所

定の定数を加算するなどして,高速に

変換することを可能としたものである｡

区12は,本発明のアドレス変換部の

主要部であるVM用アドレス変換機構

(DAT:Dynamic Address Trans-

1ator)(酔の構成を示す図である｡同園

でレジスタ⑲には変換の対象となる
VM番号とそのときのアドレスレ/ヾル

によって定まる定数αがプログラムな

どにより記入される｡

さて,変換されるべきVMの仮想ア

ドレスがレジスタ(彰に与えられ,これ

に上記の定数αを加算(加算器㊨)しな
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図Z アドレス変換機構(DAT)の構成

がらVMの実アドレスにより構成され

たST(セグメントテーブル)及びPT

(ページテーブル)を引く ことにより

VMの実アドレスに変換する｡これに

更に定数αを加える(⑬)ことによりシ

ステム実アドレスに変換する｡これに

より一段のアドレス変換と同等の高速

性能で,2段分のアドレス変換が可能

となり,しかも,シャドウテーブルも

不要となr)高性能化が図られる｡本発

明は更に以上のようなアドレス変換機

能を入出力チャネル装置内に設ける場

合も含んでいる｡

l.特長･効果

(1)簡単なアドレス変換機構で,一段

のアドレス変換と同等の高速処理が可

能である｡

(2) シャドウテーブルが不要となり,メ

ンテナンスオーバヘッドが削i成できる｡

(3)チャネル内に変換部を設けるとき

は,レベル2アドレスのままのチャネ

ル指令群で処理ができ,指令群の動的

変更も自在である｡

2.提供技術

■ 閑〕室特許の実施許諾

●特開昭54-52929号

｢情二報処理装置におけるアドレス変

換装置+

文書処理装置

従来,和文の文書,伝票,手形など

の文書画像を蓄積し,検索する場合,

i英字仮名交じり文をキーワードとする

場合が多い｡この場合,仮名文字で入

力し同じ読みのさ英字を一字一字,又は

2文字,3文字のまとまりごとに複数

組表示し,そのうちの正しい漢字(列)

を選定することなどが行なわれてい

る｡しかし一般には,人名,法人名な

ど長いキーワードが多く,また辞書に

ない特殊文字(外字)などがあり,上記

方式では登録や検索の手数がかかるう
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図2 装置構成の実施例

え入力ミスの問題も生じやすかった｡

本発明は登録,検索すべき文書画像

の部分画像を索引項目として蓄積して

おき,検索時に表示することを可能と

し,これらの問題を解決した｡

いま文書画像データとして図1(a)の
顧客カードの場合を例にとると,これ

を登録する際にその氏名欄の画像が切

り出されて,同図(b)のような案内画像と

して蓄積される(図2の⑬-㊨による)｡

検索のときはこの案内画像(b)が図2の

⑥により表示されるので,この表示デ

ータをキーボードなどにより選択する
ことによって対応する顧客カードが検
索され,表示される｡

以上の処理は登録文書画像一般に対

し,法人名,地名,分類項目名,文書

名などキーワード項目一般について適

用可能である｡

l.特長･効果

(1)索引として同音異字の漢字を含む

文書画像などの検索や登録のための作

業が,簡単,効率的で,かつ漢字コー

ド変換時の入力ミスが少ない｡

(2)案内画像は,文書画像登録時に定

めた索引項目別に,自動的に編集作成

することが可能であり,効率的である｡

(3)i実字を含む文字列のほか,その周

囲の画像をも含めて索引項目の一部と

して使用できる｡

2.提供技術

t 関連特許の実施許諾

●今寺許第‡ltほ62号(特公昭56-53788号)

｢文書処理装置+

●特許第l‡】了772号(特公昭51し8499号)

｢文書処玉里装置+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆きまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもこ相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせ〈ださい｡

お問い合わせ先は･･･ 株式一社日五製イ亡祈 〒100東京都千代田区丸の内一丁目5削号(新丸ビル)電話(03)214-3114(直通)特許部特許営業グルー7
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論文
撃CMOSチョッパ形コンパレ一夕の角牢析と評価日立製作所 久保木茂雄

電子通信学会論文誌C+67-C-5,443～450(昭59-5)

近年,メモリやマイクロ70ロセッサLSIの

CMOS化高集積化に伴い,同じ標準CMOS

プロセスでA-D変換器,D-A変換器などの

アナログ回路を実現するディジタル･アナ

ログ技術の進展は著しいものがある｡これ

によりPCM録音,再生やビデオ信号処理用

機器などの低コスト化,高信頼性が実現で

きる｡

筆者らは高精度,高速A-D変換器実現の

一つのキーとなるCMOSコンパレ一夕に照

準を絞り,その高速化と高精度化を目的と

して理論的,実験的検討を加えた｡ここで,

検討の対象としたチョッパ形コンパレータ

とは,未知のアナログ信号と基準電圧を切

り替えるためのCMOSスイッチ,サンプリ

ング容量,自己バイアス機能をもつAC増

幅器(容量結合された多段のCMOSインバ

【タ)から成り,サンプリング期間と増幅判
定期間を,一定のクロックレートで繰り返

すことによリコンパレート動作を行なうも

のである｡差動増幅器形コンパレータに比

ベ,一般に動作速度は遅いが,高精度で,

かつ安定性に優れる｡

高性能化の阻害要因としては下記が挙げ

られる｡(1)精度:初段のバイアスMOSスイ

ッチのゲート～トレイン間チャージスルー

による入力オフセット電圧の増大｡(2)精度:

増幅器のゲイン不足による入力電圧感度の

低下｡(3)速度(サンプリング期間):サンプ

リング答量の充電時間不足によるオフセッ

ト電圧の増大｡(4)速度(増幅判定期間):増

幅器のスリユーレート不足による感度の低

下｡(1)項のオフセット電圧は,ドレインと

ソースを短絡した補イ賞MOS容量を使ってキ

ャンセルすることができる｡補償MOSのチ

ャネル幅に対するオフセット電圧の理論式

を導き,補償MOSチャネル幅の設計法を明

らかにした｡ただし,変数のゲート～ドレ

イン問答量は,フリンジング成分を■考慮し

た厳密解析モデルによる場合,4.7×10‾4

pF/〟mで,平行平板の簡易モデルによる場

合の68%増しとなることに注意を要する

(3/ノ皿CMOSプロセスの場合)｡オフセット

電圧はサンプリング容量に反比例し,補償

MOSチャネル幅にほほ､比例して増加する｡

次に,CMOSインバータの微小交流信号

等価回路から増幅判定期間での出力電圧の

過渡応答波形式を求め,増幅判定速度の回

路,フロロセス定数依存性を明らかにした｡

入力電圧感度0.1mVの場合,130-150nsの

増幅判定期間が必要である｡

3/∠mCMOSコンパレータを試作,評価

し,増幅判定期間190ns,オフセット電圧

0.5mVを得た｡上記増幅判定期間の実測値

と計算値との差30nsは,入力側のチョッパ

スイッチのチャージスルーにより引き起二

される手錠似パルスの影響によるものと考え

られる｡今後,微細化,擬似パルス対策が

進展すれば,5MHz程度以上の高速動作が

可能と思われる｡

p形シリコン拡散層におけるピエゾ抵抗効果の

温度特性

日立製作所 山田一二･西原元久･他3名

電気学会論文誌A,■川3-10,555～562(昭58一川)

Si(シリコン)ビュゾ抵抗効果を応用した,

応九 ひずみ,圧力などのセンサには,近

年Si集積回路技術が採用されてきている｡

また,マイクロコンピュータの高機能化に

伴い,センサの応用範囲が拡大するととも

に,高精度化が必要となってきた｡したが

って,Siのビュゾ抵抗効果を応用したセン

サを高精度にするためには,拡散層のビュ

ゾ抵抗特性,特に,抵抗値の温度特性並び

に応力と抵抗値変化の非線形性及びその温

度特性を正確に把握することが必要である｡

更に,それらの特性を定量化し,計算機に

よるシミュレ【ションを可能にすることが,

多様化するセンサの設計上重要な課題とな

ってきた｡

本論文では,tllOl面にp形拡散抵抗を

〈111〉軸及び〈112〉軸に沿って形成したSi

カンチレバの実験により,ビュゾ抵抗効果

や非線形性及び温度特性を詳細に把握し,

その定量化を試みた｡

カンチレバの長さは12mm,幅4m叫 厚さ

0.3mm;拡散層有効長0.8mm,幅30/∠mである｡

拡散層の表面不純物濃度は1018ないし1020cォ3

で,接合深さは表面不純物濃度により異な

り,0.4/皿ないし10J`mである｡拡散はボロ

ンナイトライド不純物源で行なった｡

表面不純物濃度2×1018cm▼3近傍で,応

力による抵抗変化量の一次の温度特性が零

になることを確認した｡表面不純物濃度

1.5×1018cm‾3での実験から,応力と電流方

向が,平行及び直交する二つの場合り‖rll

〈111〉⊥〈112〉及びill〈111〉⊥く112〉l】T;f

は電流,Tは応力を示す｡)で,非直線誤差

は温度低下に伴い大き〈なることが明らか

になった｡これらの結果から,拡散抵抗長

手方向に平行な応力TJ,直交する応力れが

作用する場合,ビュゾ抵抗効果は次式のよ

うに表現できる｡

月(耶,T∫,王)

=郎0,0,0)[1＋罠1α㌦十方り(1＋β叫ん)
T′j＋爪バ1十β叫gん)rノ＋崇打‥爪花(1十
βJ≠たノf上)TJmれ乃l]

ここで,fは基準温度からの差,m＋れ=J

(>2),α丘は応力がないときの拡散抵抗の温

度係数,打り及び叫は拡散ビュゾ抵抗係数,

β枇及びβ叫はそれぞれ汀り及び爪ノの温度係

数,方J加はTJ及びT亡が同時に作用したとき

のビュゾ抵抗係数,β叫はその温度係数で

ある(添字J及び吉は,それぞれ縦軸及び横軸

を示す)｡実験から得られたそれらの係数を

本論文で明らかにし,ビュゾ抵抗効果を応

用したセンサの特性シミュレーションを可

能にした｡

この結果を,シリコンチップがFeNiCo系

金属カンチレバの両面に接着された変位セ

ンサに適用し,特性シミュレーション結果

が実験結果とよく一致することを確認した｡
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日立ニューメディア接続サポートシステム
"vcs”及び"FAXINT”

ニューメディア時代の幕あけを飾る

日本電信電話公社の新ネットワークサ

ービス｢キャプテンシステム+及び｢ファ
クシミリ通信網+対応ソフトウェアと

して,ビデオテックス接続支援システ

H汀AC Mシリーズコンピュータ

lT

入力端末

VOS3/SP TMS-4V

[三∃

画 像
ファイル

注:VCSの動作環境

VOS3/SP(仮想記憶オペレーティングシステム

/

ム"VCS''(Videotex Communication

Support System),及びファクシミリ
通信網接続支援システム"FAXINT”

(FacsimileDataExchangeInterface

Program)を開発した(図1,2)｡

キャプテン

ビラ司テックス

:通信網
l(日本苛言電話公社)
l

＼

直接形情報センタ

接続(DF接続)

システムプロダクト)

TMS-4V(汎用オンラインコントロールプログラムー4V)

HITAC Mシリーズコンピュータ

VOS3/SPTMS-4V

回

画 像

ファイル

l

lファクシミリ

通信網

(日本郵言電舌公社)t

FAX

FAX

+一句

注:FAXINTの動作環境

VOS3/SP(仮想記憶オペレーテインクシステム･システムプロダクト)

TMS-4V(汎用オンラインコントロールプログラムー4V)

当利諜

ヨ
岩Tl

ファクシミリ端末

(ファクシミリ通信網
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図l VCSのイ立

置づけ

図2 FAXINTの

位置づけ

l. VCSの特長

(1)豊富な機能を提供

画像登録,検索及び維持管理に加え

て,各種運用管理など,情報センタに

必要な豊富な機能を提供している｡

(2)業務プログラム作成が容易

IT(入力端末)で作成した画像への

文字データの埋込み機能など,各種の

ユーザーアプリケーション対応の業務
プログラム作成を容易にしている｡

2.FAXINTの特長

(1)豊富な機能を提供

ファクシミリ端末(ミニファックス

相当装置)からの画像入力･検索,セ

ンタからの同報通信機能,送信指示な

ど豊富な機能を提供している｡

(2)既設コンピュータの利用可能

オペレーティングシステムVOS3

(Virtual-StOrageOperatingSystem3)

の環境下で稼動するため,既設コンピ

ュータの利用も可能である｡
(日立製作所 情報事業本部 コンピュータ

事業部)

PT-1強イヒモデル
多機能パーソナルターミナル"PT-1/EX”
PT-1/EXは,パーソナルコンピュー

タ,ワードプロセッサ,オンライン及

びオフィスコンピュータ機能の4機能

を一段と充実させ,1台に集約した多

機能パーソナルターミナルである(図l)｡

従来機種PT-1からの移行を保ち,多

様なユーザーニーズへ対応するため,

定形業務とパーソナルな非定形業務処

理の結合を実現している｡

主な特長

(1)コンパクトな卓上一体形

LSIの大幅採用及び大容量ディスク

(40Mバイト)の内蔵化により,市場で

最小スペースのシステムである｡

(2)一f受と向上した操作性

(a)目に優しい明朝体文字表示,日

本語詳細メッセージにより,画面ガイ

図l 多機能パーソナルターミナル

PT-1/EXの外観

ダンスが容易に:哩解できる｡

(b)用語辞書への姓名,地名追加に

より日本語入力処理は更に使いやすく

なった｡

(3)豊富な回線サポートプログラム

(a)T-560/20拡張エミュレータ,

3270エミュレータなどホストコンピュ

ータとの強力な親和性を確保している｡
(b)全銀協パーソナルコンピュータ

プロトコル,日本電信電話公社のDRESS

綱接続プロトコルなど,国内標準プロ

トコルを多様にサポートしている｡

(C)無手順端末機能により問合せに

よるオンラインサービスが可能である｡

(4)いっそう強化となったパーソナル

コンピュータ機能

(a)i英字JIS第2水準を追加した日

本語MS-DOS,RS-232C制御,i英字が

扱える拡張BASICにより,いっそうパ

ーソナルな利用が可能となった｡

表l 主な仕様

(b)表計算プログラム(OFIS/POL)

強化により,複数表の合算･合成が容易

となり,グラフ作成プログラム(OFIS/

CHART)でグラフ化も容易である｡

(C)流通ソフトウェアも一段と充実

し,対象ソフトウェアを更に拡大した｡

(5)枠どりされた大きさに合わせて,

グラフ印刷が可能な文書処理

(6)強力な定形処理

多重索引順編成ファイル機能により,

ファイルのメンテナンスと統合も容易

にできる｡

(7)拡張性と製品メニューの充実

(a)増設ファイルキャビネットによ

り,ファイル増設も容易(ディスクベー

ス)である｡
(b)オプションスロット拡大により

システム拡大に対応可能であり,豊富

な入出力機能を支援している(表l)｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュータ

事業部)

項 目 仕 様

キ ー ボ ー ド +lS配列.整配列.キーセット

基

本

部

デ ィ ス プ レ イ
12几 カラー(15×16ドット),モノクローム(15×】6ドット.24×24ドット),720×4帥
ドット又はl′120×720ドット

フ ロ ッ ピ
ー デ ィ ス ク 2台十(外部接続:Z台),両面倍密度IMバイト/台

ハ
ー ド テー ィ ス ク l台十(外部接続:l台),10Mバイト.20Mバイト,40Mバイト/台

サ ー ビ ス 機 能 時計機構 年.月.日.時,分

オ

■フ

イ

通信インタフェース

速 度 300,l.200.2′400.4′800.9′600ビット/秒

芋 版 SYN,フレーム.調歩

適用回線 特定･公衆･加入･DDX

プ リ ン タ オートシートフィーダ付水平インサータブリンタなど.各種接続可能である｡

その他付加機構:内蔵モデム,リモートパワーオフ槻札 RS-232C.キャリングターミナル,FAX,オペレークキー･

._........⊥.++.+.+........+...ニュニュこ上.+=ニヱ⊥三三::.エ.ユニヱi.ヱ已已二こヱ⊥こま.=ヱエ聖二.._..............._..................･････････注:略語説明 DDX(Dlg■talDataExchange).00R(光学式文字喜禿取り装置)
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日立ビジネスパーソナルコンピュータ"B16/EX”

日立ビジネスノヾ-ソナルコンピュー

タ"B16/EX''は,高度化,多様化する

ビジネスコースに対応し,多機能で低

価格なコストパーフォーマンスと,ユー

ザーフレンドリーな使いやすさを特長

とする最新鋭機である(図1)｡本機は,

B16が一体形構成であったのに対しコ

ンポ形構成となっている｡また,B16に

比べて1クラス上の処理スピードと,

大容量化を実現している｡更に,B16

でのデータ蓄積が生かせるように,ソ

フトウェアの連続性も十分配慮されて

いる｡

主な特長

(1)本格的日本語･OSの採用

MS-DO岳V2.11では操作メッセージ

を日本宗吾表示する｡また,漢字入力シ

ステムによりOS(オペレーティングシ

ステム)上での仮名i英字変換が文節単

位で行なえ,各アプリケーションソフ

トウェアで,日本語入力がよr)容易に

スピーディに行なえる｡

(2) 日本語処理に適したキーボード

軽量,薄形で日本語処理専用ファン

クションキーを配列しているので,ワ

ードプロセッサで日本吉吾文書作成が容

易で,操作性を更に向上させている｡

(3)ハイパワ一

高速プロセッサを搭載し,業務用パ

ーソナルコンピュータとして十分な処

理,表示速度を実現してし?る｡ユーザー

RAM(RandomAccessMemory)は標

準256kバイトで,最大640kバイトま

で拡張可能である｡また,漢字ROM

(ReadOnlyMemory:JIS第1,第2

水準)も標準で実装している｡記憶装

置には1.2Mバイトフロッピーディス

軸

図I BI6/EXの外観

ク2ドライブを実装し,更に,ハード

ディスクコンポ(10Mバイト)の増設

も可能としている｡

(4)方向自在なディスプレイ

ディスプレイは,カラー12in及び14

in並びにグリーン12inの3タイプがそ

ろい,また画面の角度を上下,左右に

自由に調整できるチルト台を標準装備

している｡

(5)豊富なアプリケーションソフト

連文節変換の可能な日本語ワードプ

ロセッサ,データファイルを連動させ

ることのできるOFIS/POL(作表)(作

図),簡易形データベースのDATA

BOXIIなどの豊富なソフトウェアも

更に使いやすく機能アップしている｡

(6)通信ソフトウェアの充実

商用データベース検索,企業間デー

タ伝送,オンラインリアルタイム端末

としての利用や,更にローカルエリア

ネットワークシステムなど,通信ソフ

トウェアも充実している｡

(日立製作所 情報事業本部OA事業部)

日立評論 Vol.67 No.1

昭和60年度の日立技術の展望

本年の御愛読を厚くお礼申し上げます｡

次号,昭和60年新年号(Vol.67,No.1)は,恒例により｢昭和

60年度の日立技術の展望+を特集致します｡

なにとぞ,引き続き御愛読を賜わりますようお願い申し上

げます｡
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